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1. まえがき
レコードあるいはテープの再生について，そのレコード，テープにステレオフ
ォニック再生を前提として，マイク等の配置を適正にして録音したとしても，それ
らのソースにたいし，聴取者はいずれも思い思いのレベルで聴いているのですから，
本当にそのミクサーが意図した音楽についてはたして何人が理解するでしょうか？。
もちろんミクサーによって収音等の仕方も当然違ってくるでしょうし，もちろん音
も違ってきます（注1)。 またそれを再生する装置によっても違ってくることはいう
までもありません。同じ装置でも聴く場所によって違いますし，まして聴く人によ
っては聴取音量も違いますから，当然ラウドネスも違ってくることになります。ス
ビーカによる再生を意図したこれらのソースについて，スピーカで再生したとして
も，このようなことが考えられますが，ヘッドホンで聴く場合はミクサーの意図し
たものとはかけはなれて聴かれているわけで，いまのステレオ・レコードは，ヘッ
ドホ‘ノで聴くのには多少の不自然さをまぬがれないともいえます。この不自然さを
少しでも解消しようと，いろいろな実験が行なわれていますが，まだ実用までには
いたりません。いまのステレオ・ヘッドホンで聴く場合は，あくまでバイノーラル
でありステレオフォニックではありません。
いまさらこんなことをいっても，ヘッドホ‘ノを使用して音楽を聴いている人が，
ヘッドホンによる聴取はバイノーラル云々なんてことを考えて聴くわけはないでし
ょうし，スピーカによる場合も，このレコードはどの音緻で， どんな装置で聴けば
その録音者の意図した音が聴けるか，などと考えて聴く人も少ないでしょう。
視聴覚室の装置についてもそういったことがいえます。技術的な面からみて少
しでもよくしようと思うし，場合によっては改悪になる？こともあるかもしれませ
ん。アンプの設計製作には， コンマ何パーセソトという歪みについて追及するわけ
ですが，実際の再生時にはすでにアンプの歪みなんてものはもっとも少ない部分
になっています。また再生時に位相を間違えても，それにたいし．何人が変に思う
でしょうか？ しかし，たとえ一人もわからないとしてもそれでよいとはいえませ
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ん。では再生についてどうすればよいでしょうか ？ この装置で聴けとはいえませ
んし，結局聴く人が自分で判断するより仕方がありません。いま視聴覚室で行な
っている音楽の授業についても，再生の方法を変えれば，人によってはその曲のイ
メージとまったく違った惑じを受けるかも しれない，といったことも考えなければ
なりません。もちろん再生中の故障などはまったくないようにすべきですし， その
ためには常に点検を行なっていなければなりませんし，その装置が操作する人の手
足と同じようにいうことをきいてくれるのでなければなりません。ただ単に高級な
装置だからよい音が•… • • とは必ずしもいえません。要はその機器のもっている性能
を十二分に発揮させることで，そうするためには，その機器について同じく 十二分
に知っていなければなりません。でないと，それらの機器に人がふりまわされると
いったことになります。そこで十分なっとくできる音で聴けて満足であったと して
も，その音が外にもれた場合，その音なり音楽が好きな人だったら問題はありませ
んが，逆の場合には，それは単なる雑音でしかありません。このことを考えますと，
ヘット・ホンによる聴取は，場所とか騒音といった面からも有利で，現に多くの人々
が深夜放送などで使用しているところでもあります。このヘッドホ‘ノによる聴取
装置を作ってから今年（昭50年）で16年になりますが，それらの装置について，その
後の変化とか思ったことなどを前回（本誌第6号）と同じ順にのべてみたいと思いま
す。
2. レコード・ プレーヤー
音の入口としてのカートリッジ，この違いにより再生音が違ってくる ことはプ
レーヤーを扱った人なら知っていることと思いますが，このカ ートリッジについて
どれが標準であるといった答えがあるわけではないし，人によっての好みの問題も
あって，これが絶対などということもいえません。個人で使用するのならカ トーリ
ッジの 2~3 個は用意して，曲によって取りかえて聴くこ と もできますが， 多くの
プレーヤーを使用して演奏する場合，同じものにしておいた方が種々の面で有利で
す。いま使用しているものは，
ステレオ用
アーム AT-5001-I. SAー228
カートリッジ F-8L. CPS-40 
モノーラル
アーム MA-229. AT-5001-II. 
カートリッジ CP-15V. AT-3. 
クーソ・テープルもいまはダイレクト ・ドライプのよいものが出ておりますが，
いまのと ころ，ソニー TTSー2400,2500. CEC-FR-180を使用，今9チャソネルの
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うち， レコード・プレーヤー 8台， うちステレオ 5' モノーラル 3,他にオープン
• リールとカセット・テープ・デッキが各 1台あり，これはスィッチによって切り
換えて使用しています。
プレーヤー台は3段にわけて，各プレーヤーは単独に取りはずしができますし，
後でのべますが，各プレーヤー内にイコライザー ・アンプを組み込んであります。
ヘッドホンによる聴取ですので，ハウリングといった問題は起きませんが， 20ミリ
の合板を使用し補強してプレーヤーとしての性能面での低下を防いでおります。こ
れらの装置でステレオ・レコードをステレオで聴く場合は問題ないのですが，ステ
レオ・レコードをモノーラルで聴く場合，ヘッドホ‘ノ，スピーカ，いずれによる再
生でも，左右の信号の合成には十分注意して行なわないと原録音の意図した特色と
異なった再生になる場合がありますので注意が必要です（注 2)。
3. プリ・メイン・アンプ
プリ・アンプは 2~5mV のカートリッジの出力電圧を 1~2v に増幅するわけ
ですが，カートリッジがいかに高性能で低い周波数から高い周波数までピック・ア
ップし， レベルの低い信号を取り出すことができても，各増幅機器における残留雑
音レベルの方が高いのでは，せっかくカートリッジが信号を取り出しても雑音のな
かにうずもれてしまって， その性能が発揮されません。多少 S/Nが悪くても大き
な音の場合は気にならなくても， ヒ゜アニ、ンモの場合は耳につきます。とくにスピー
カでなくヘッドホンによる再生の場合は目立ちます。ですからこの S/Nについて
はとくに注意が必要といえます。
3. 1. イコライザー・アンプ
各プレーヤー内に組み込んであります。これはカートリッジの出力をツールド
線で一つのアンプに集中すると，このシールド線を数メートルも引きまわさなけれ
2SK-30R 2SK-30GR 2SK-300R 
10k 2SA-49うGR
第1図 イコライザー・アンプ回路図
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ばなりませんし，そうすれば高音
の損失もありますし雑音の発生も
考えられます。各イコライザー・
アンプは電源もそれぞれ設け，も
ちろんトラソスはシールドしてあ
ります。このイコライザー・アソ
プの回路図を第1図に，その歪率
特性を第2図に示します。この出
力をジールド線でプリ・アンプに
接続してあります。このレコード
• プレーヤーの場合，イコライザ
ー・カー プはすべて RIAA
にしてありますが， この
RIAAカープのことについ
て少しふれておきます。現
在，モノーラル，ステレオ
・レコードと多く発売され
ており，それらの再生特性
はすべてRIAA特性でよい
のですが，モノーラル ・レ
コードの初期，昭和31~32
年以後RIAAに統一される
前にプレスされたレコード，
このレコードは発売会社に
より録音特性が違ってい
た。モノーラル初期の高級
アンプには必ずイコライザ
ーの切り換えがついていた
のをおぽえている人も多い
と思います。 それらの LP
レコードを聴く場合，厳密
にいえばイコライザーをそ
のLPに合わせて聴かなけ
ればなりません。このイコ
ライザーの特性（録音・再
生特性）を第3図に示しま
す。これらの LPレコード
をいまのステレオ・アンプ
で聴くと， ロンドソ ・レコ
ードの場合，高域が少し落
ち，低域が上がって聞こえ
るし，米コロムビア系のレ
コードでは，高低域とも上
がり， RCA初期のものは
中低域が不足ぎみといった
ことになる（注 3)。ですか
ら，これらの LPレコ ドー
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第4図 プリ ・ア ンプ回路図
をもっている方は一応このことを知っ
ていてほしいこととおもいます。聴く
場合そのまま RIAAヵーブで聴いてい
けないということはありませんが• •• 。
3. 2. プリ・アンプ
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第5図 プリ・アソブ歪率特性
一人で聴く場合，このプリ・ア｀ノ
プがなくても直接メイン・アソプに接
続すれば聴けますが， 9つあるソース
10 をいまある18台の聴取席まで配線する
となると出カインビーダンス等の問題
が生じます。もっとも遠いところで20
メートルぐらいになりますから，単に
シールド線でつなげばよいというわけ
にはまいりません。いま使用している
線は電話用ケープル線です。 10対です
ので細い線が20本あります。シールド
線を使用してもその容嚢が問題になり
ますが，このケープル線も各線間の容
錆が多く，最初プリ ・アソプの出カイ
ソビー ダ‘ノス約soonで使用したとき
高音域にクロス・トークが多く，実測
したところ lOkHzで約 38dBとなり，
L.R. の場合はとにかく， 他のチャソ
ネルに影響して使えませんでした。そ
こで出カインビーダンスを下げるべく
第4図の回路を製作し，これにより出
カインピーダ‘ノスはson以下となりま
した。増幅段数や Tr素子を増せばも
っと低くするとこはできますが，増幅段数はできるだけ少ない方がよいと思います。
このアンプの歪率特性は第5図です。歪特性をみると，現在のアソプの性能か
らみれば決してよいとはいえませんが，使用する電圧がlV以下ですし，この歪み
の内容がほとんど第2次高調波でしめられていることです (2次高調波は一般に歪
みとして耳に感じにくいといわれている）。
この装置の場合，歪率特性そのものは lV以下が問題であり，たとえば lOV
の出力電圧で歪みが0.1以下であったとしても，このアンプの雑音出力が lmVぁ
ったとすれば出力 lV以下で雑音歪率特性は0.1%以下にはなりません。いまア
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第7図 プリ・アンプ周波数特性
ンプについては現在の技術ではo.0何％と非常に少なくすることができますから，
このプリ・アンプのように lV以下で使用する場合， 歪みよりも雑音について注意
すべきです。
このアンプについて実際の使用状態での雑音出力は 0.1-0.15 mVですので，
通常出力電圧 200mVで使用して S/N比は 62.5-66dBは取れますし， lVで使
用すれば 76.5-SOdBの S/N比になりますから充分と思います。
このアソプに出カケーブル線を接続した場合のクロス・トーク特性は第 6図で
す。この図で出カインピーダ‘ノスが高いと， 10 kHzでのクロス・トークが 38dB,
メイン・アソプ SRA-4Sの入力 200mVとしたとき， 他のチャンネルにー38dB
(2.5 mV) となり， 大きな音の場合はよくても静かに聴いている場合有害となりま
すが，イソ 1:.゜ ーダンスを低くすることによりもっとも悪い場合でも，他のチャソネ
ルヘのもれは， 200mVで使用しても 10kHz で—65 dB (0.11 m V)となり全く問題
になりません。（聴感補正なし）
第 6図で示すように，隣接チャソネル間のクロス・トークがもっとも悪いとこ
ろで—65 dB (10 kHz), それ以下の周波数についてのクロス ・トー クはないといえ
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第8図 メイン・アンブ歪率特性
200V 
ます (-60dB=誠）。
このアンプの周波数特性は第7図
です。図中の点線はイコライザー ・ア
ンプより RIAAにたいする偏差です。
3. 3. メイン・アンプ
ここで使用しているのはヘッドホ
ソ専用アンプで，回路図については本
誌第6号所掲を参照して下さい。この
アソプの雑音歪率特性を第8図に示し
ます。特性上とくに問題なく使用して
いますが，最大出力電圧が少し低いこ
とが難点で，せめて 200Vぐらいまで
上げたいと思うのですが，そうするに
は電源電圧を500V以上にしなければ
ならず，いまのところ思案中，もちろ
ん普通の音量で聴く場合はまった＜差
しつかえありません。
チャンネルの切り換えスイッチ等
は前のまま使用しており，別に故障もありませんが，スイッチの接続が1-4, 8 
-9ステレオ， 5-7がモノーラルに直してあります。
4. ヘッドホン
ヘッドホ‘ノによる聴取，いまではステレオ・ヘッドホ‘ノが多く市販されており，
選ぶのにことかきませんが，当室で昭和35年に演奏装置を作ったときにはほとんど
市販品はありませんでした。それも当時はヘッドホンといわずにレシーバーといっ
ていました。
ヘッドホ‘ノについては， 前にも書きましたが（注4), ヘッドホンによる再生は
バイノーラルであり，これはスピーカによるステレオ音場とは異なり，どんなに広
がりのある演奏でも，左右の耳のところにかたまり，音が頭の外にまでは広がらな
い。現在のステレオ ・レコードは，スピーカによるステレオフォニック再生のため
に作られているもので，ヘッドホンによる再生は，バイノーラル録音したものでな
ければ完全な再生は望めないが，いまのところバイノーラル・レコードは2-3枚
しかない。だからいまのところヘッドホソで聴くかぎり，その録音の音場，録音者
の意図したものとは異なった音で聴くことになる。これらのことを改善するための
方法（注5) もありますが，ヘッドホンによっても，スビーカによるステレオ音場と
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同様な聴感が得られないかといったことについても，ダミー ・ヘッド・マイクによ
る録音で，いままでのように音が後頭部に集中することなく，ある程度前に出ると
いった実験（注 6) もあり，いわゆるバイノーラルの域を脱出しようとしております
が，それは最初からそのような録音をした場合においていわれることであって，い
ままでのステレオ録音をステレオ ・ヘッドホ‘ノ（いままでの）で聴いたのでは頭の
前には出ない。
スピーカによるステレオ音場と同じ聴取感をヘッドホソで得ようとするには，
小塩氏の実験（注7)とか， Jecklin Floatのコソデンサー ・ヘッドホ‘ノ等による方
法がありますが・・・・。
ヘッドホンによる音の広がり ••…• といったことについては，使用するヘッドホ
ンの種類によっても多少違ってきます。密閉型と開放形による違いです。いま使用
している SR-1形は後者に属しますが，このヘッドホンで位相を変えるとある程度
音の広がりをコソトロールできます。これらのヘッドホソについては音響機器の分
野のみならず，聴覚にまでさかのぼって総合的に研究されなければならない，と思
います。
コンデンサー形の場合，アダプターとか，専用アンプが必要です。 当室では専
用アソプを使用しておりますが，ダイナミック形ヘッドホンを使用した場合，一般
にハイ ・イ ンピーダンスで駆動する場合が多く（アソプの出力側に数百オームの抵
抗が入っている），これではダンピング ・フ ァククに影響されないとはいえません。
やはり専用アンプを使用し，そのヘッドホ‘ノに合ったインピーダンスで使用すぺき
ものと思います。ダイナミック形の場合，アンプの出力は lW以下で充分ですから
小形のものが作れます。
SRー1形ヘッドホンも使いはじめてからもう10年になりますが， いまも修理な
どで，外形は昔のままですが内容については新しい技術を取り入れて改良しており
ます。この SR-1形が絶対， というわけではありませんが， とくに不満はありませ
ん。多くの人が取り扱うわけですから，操作性とか，聴取感がよくなければなりま
せんし，もちろん故障などないにこしたことはありませんが…••• 。
ヘッドホソに関する文献はいままであまり多くはなく ，今後ステレオのソース
をよりよく聴くための研究・開発が盛んになり，文献等も多くなると思います（雑
誌等にのったヘッドホソに関するこれまでの文献は最後に列記します）。
5. むすび
視聴覚室のヘッドホソ聴取装置についてのべましたが，これらの装置で聴く場
所もいまのところあまりよいともいえません。ヘッドホ‘ノによる聴取は，外部の雑
音に影特されない，とはいうものの， SR-1形はその特性上，外部の音も少しは入
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りますから騒音の大きなところでは安心して聴けませんし，外にも多少もれますか
ら，すぐ隣りの人が大音巌で聴けば多少影響を受けます。
これらの装置について，毎日使うものですから‘‘丈夫で長持ち..はもちろんで
すが，使いやすいこと（たとえば，特性のよいカートリッジであっても， ごみがつ
きやすいものは使いにくい）も重要なことと思います。
現在8千余枚の LPレコードがあり（約半数がモノーラル）， 毎日多くの学生
が聴き，また授業にも使用しております。これらのレコードの整理については本誌
第6号所載（注8)を， 学生の聴取傾向については早稲田ウィークリー181号・241号所
載（注9)を参照して下さい。
日進月歩の技術の世界で，常によいものを追求してゆくのはあたりまえですが，
これらの装置を百パーセント使いこなす，生かす，機械にふりまわされることなく，
よくその機種を理解し，利用しにくい点があれば改良し，その機種の性能を最大限
に生かして使う，ということが現在のオーディオについてはもっとも重要なことと
思います。最高級の機種さえそろえれば，それで最高の音が出る·…••とは必ずしも
いえない場合がありますから。
測定に使用した機器は次のとおりです。
真空管電圧計菊水 161C, 163 
低周波発振器 NF設計プロック CR-107 A. 菊水 ORCー27C改良）
歪率計 NF設計プロック DM-151 B. KM-03 (自作品）
オッシロスコープ菊水 OP—31 C 
オーディオ・テスタ 三和 651
く注＞
1 ミクサー，ミクサーを語る 無線と実験 昭49年 6月 p.137 
2 放送技術（臨時増刊）第20巻12号 p.135 
3 レコード芸術昭49年3月 p.233 
4 早稲田大学図書館紀要第 5号 p.217 
5 //第 5号 p.215
6 ラジオ技術昭49年 7月 p.70, 182 
7 / 48年 1月 p.132
8 大学図書館における音楽レコードの整理について 佐藤嘉子
9 音楽鑑賞と早大生 瀬山峯徳
くヘッドホン関係文献＞
ステレオはコンデンサー・レジーバーで（林尚武）ラジオ技術 昭35.1 
SR-1の構造・ 性能と専用アソプの製作（林尚武）ラジオ技術 36.8 
モニク用イヤホーンの改善（山本武夫）放送技術 37.7 
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ヘッドホソ用レコー ド演奏装匠(3)
コンデソサー ・ヘッドホン（丹羽久雄）電波科学 41.6 
コンデ‘ノサー ・ヘッドホン用アソプの試作（矢沢芳夫）電波科学 41. 8 
ステレオ ・ヘッドホソの構造と性能（山本武夫）電波科学 45.11 
ヘッドホンの音と使用感（櫻庭昭治）電波科学 45.11 
接耳スピーカシステム（小塩玄也）ラジオ技術 46.1 
ステレオ・ヘッドホンのヒヤリソグテスト（金子英夫）電波科学 46.6 
バイノーラル レコードをきく（小塩 • 高城 ・乙部）ラジオ技術 46.6 
4ch用ヘッドホ‘ノ（小塩玄也）ラジオ技術 46.12 
ステレオ ・ヘッドホソの圧迫感はなにか：ラジオ技術 46.12 
「タナベ・システム」誕生録（田辺四郎）ラジオ技術 46.12 
ステレオ ・ヘッドホ‘ノのヒャリングテスト（金子英夫）電波科学 47.9 
ヘッドホ‘ノの失敗のない選び方（長岡鉄男）電波科学 47.9 
ステレオ ・ヘッドホンの電気的特性について（山本睛宗）電波科学 47.9 
最近のヘッドホ‘ノの梢造とその動作（金田正一）電波科学 47.9 
ヘッドホンにおける再生音のしくみ（藤田尚）電波科学 47.9 
ヘッドホンの盲点をつく（岡原勝）電波科学 47.9 
ヘッドホソ（山本晴宗）日本音牲学会誌 47.9 
椅子スピーカとヘッド ・スピーカの製作（小塩玄也）ラジオ技術 48. 1 
4chヘッドホン（太田一穂）電波科学 48.1 
4chヘッドホソの問題点をつく（岡原勝）ラジオ技術 48.4 
続 4chヘッドホンの問題点をつく（太田・山本）ラジオ技術 48. 7 
4chヘッドホンに期待する（岡原勝）ラジオ技術 48.9 
ダミー・ヘッド・マイクを使った録音の実験（三浦種敏）ラジオ技術 48. 10 
ハイファイジソポジウム73:ラジオ技術臨時増刊 48.12 
ヘッドホン規格録音のすべて：（音友） 48.11 
ヘッドホンの機能と選ぴ方（神崎一雄）ステレオのすべて '74 48. 12 
コソデ‘ノサー ・ヘッドホンを試聴する（小塩玄也）ラジオ技術 49.5 
ダミー ・ ヘッド・マイク録音のレコードをきく（小塩 • 田辺）ラジオ技術 49.7
バイノーラルでも音は前に出る（岡原勝）ラジオ技術 49. 7 
ヘッドホ‘ノ，その現状と問題点を探る（小塩玄也）ステレオ芸術 49.8 
バイノーラル・レコード（浦外情報）（小田間作志）電波科学 49.9 
岡原勝氏にきく：ステレオ 49.9 
Sony ES REVIEW: Vol. 16. Summer'74 
みんなほんとうのステレオを聴いているのだろうか？（岡原勝 ・瀬川冬樹）ス
テレオサウソド秋 49.10 
オーディオ・テクニカル ・レコー ド：コロムビア XL-7002 
国内／海外製ヘッドホンの展望（岡原勝）電波科学 49.11 
レコ ード音楽のためのオーディオ ・テク ニック入門（山崎謙）レコード芸術
47.3 
4チャンネル・ステレオ音場の方向定位（中林克己） NHK技研月報 48.1 
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モノ ーラル盤をより正しくきくための一つの手引（岡俊雄）レコード芸術
49.,3 
ステレオ ・ヘ ッド ・マイク（小田間作志）電波科学 50.2 
フル・オ —•• プンエア型ステレオ ・ヘッドホ｀ノ CTX-1について（川島正仁）無
線と実験 50.2 
ヘッドホン講座（山本晴宗）ラ ジオ技術 50.2~ 
全面駆動形ヘッドホンの特徴（松本 ・湯浅）ラ ジオ技術 50.2 
海外ヘッドホ'./7種の特性：ラジオ技術 50.5 
ヘッドホンとは何か？（山本睛宗）ラジオ技術 50.5 
当世風ヘッドホンの上手な使い方（石田善之）ラ ジオ技術 50.5 
国内ヘ ッドホン21機種の特性：ラ ジオ技術 50.6 
ヘッドホンと私（高城重射）ラジオ技術 50.6 
コンデンサ・ヘッドホ ン （丹羽久雄）ラ ジオ技術 50.6 
小塩式ヘッドホン MKIの発表（小塩玄也）ラ ジオ技術 50.6 
く参考文献〉
「立体音響」吉田 ・岩崎 共立出版 昭34
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